
会場：袋井北コミュニティセンター（参加者 69人）

≪アンケート回答≫ （回答者数 55人）

回答数 割合

3 5.2%

26 44.8%

7 12.1%

19 32.8%

3 5.2%

58 100.0%

※複数回答を再掲しているため回答者数と回答数に誤差があります。（②+③２人、②+④１人）

④値上げすること自体に反対

アンケート結果について

項 目（ごみ袋を値上げすることについて）

①賛成（手数料が１枚30円でも仕方ない）

②値上げは仕方ないが１枚30円は高すぎる

③条件付きで賛成

⑤どちらでもない・未回答

①賛成（手数料が１枚

30円でも仕方ない）
5%

②値上げは仕方ないが

１枚30円は高すぎる
45%

③条件付きで賛成
12%

④値上げすること自体

に反対
33%

⑤どちらでもない・未回答
5%



≪賛成の条件・その他のご意見≫

・家庭ごみを減らす方法をわかりやすく周知し、皆でごみを削減できるとよい。
・新しいごみ袋には多言語でごみの出し方などを表示してほしい。
・手数料収入はしっかりごみ減量対策に充てること。
・食料品のトレーなど過剰包装への対策も必要。
・なぜ今まで有料化しなかったかを説明した方が理解されやすいのではないか。
・段階的に上げれば反対意見も少ないのではないか。
・有料化がごみの減量に繋がるのか不明だ。
・個人の負担が大きすぎる。
・いきなり１枚30円は高い。段階的に上げればいい。
・他市町との比較はしているのか。
・イラストなどを使って分かりやすい分別マニュアルを早急に作成するべき。

・ごみの減量は分かるが、値上げありきの説明で一般常識とかけ離れている。
・創意工夫して削減努力をしてから値上げを考えるべき。努力が見えない。
・不法投棄が増えて誰が処理するのか。
・雑紙を回収すれば確実にごみは減るので有料化前に実施してほしい。
・どんな理由で１枚30円に設定したのか説明が必要。

・地球温暖化対策より、市の予算問題とした方がストレートで良い。

・値上げに関しては理解するが、ちょっと高い。

・広報ふくろいに掲げている施策で、有料化以外の対策を先に行うべきだと思う。
・指定ごみ袋を変える必要はあるのか。

・「袋井市のごみ処理が今まで無料だったことを市民に理解させる。ごみを

 減らす方法を市民に指導する。有料化した場合、リサイクルの推進に補助

 金を出す」など、具体的な方法を示すことが必要。
・食品のプラごみは臭うので月２回の資源回収まで置いておく場所がない。雑紙

 もスペースをとるので狭い住居では無理がある。

・１枚30円はかなり高いが、金額にインパクトがないと減量化の行動をしないの

 ではないか。

・一気に値上げするのは負担が大きすぎる。数年ごと数回に分けて実施する

 のが望ましい。

・ごみ袋の値上げは一つの方法だと思うが、消費するパッケージの工夫や昔の

 ように量り売りなど、多方面からの取り組みが必要だと感じた。

・取り組み項目ごとに目標設定が必要ではないか。達成か未達成か何を基準に

 判断するのか。

・掛川市などに比べ値上げし過ぎではないか。ごみ放置などの対策が考えられて

 いるか。段階的に値上げした方がいいのではないか。



・ステップごとに値上げして市民の意識改革（教育）をする。
・説明が一方的でがっかりした。

・（有料化の条件として）雑紙回収など諸々の事業を確実に実施すること。

・女性とのコンセンサスが必要。

・手数料収入の使い道を具体的に示してほしい。

・値上げによる不法投棄の増加など、マイナス面が多い。

・他の方法でごみを減らす方法考えるべき。

・袋のデザインで、他市との差別化や分別が明確に分かるようにしてほしい。

・値上げの手数料を減量化施策の財源に利用するのは間違っている。

・コロナで生活が大変な時に値上げするのは更に苦しい生活を強いることだ。

・値上げの前にやるべきことがあるはず。有料化でごみを減らすのは安易すぎる。

・減量化策を市民に示し、徹底させてごみを減らすようにしてほしい。

・クリーンセンターの搬入料金も上がるのか。上げ幅が大きければ反対。

・対策が具体的ではない。理解されるような説明がない。

・お金をかけずにできる取り組みついて考えはないのか。

・指定袋以外を使って出す人が増える。回収されなければ毎週市に連絡するようになる。

・税金で対応するべき。

・値上げの前にやることがある。分別や水切り運動を広めるべき。そうした中

 で段階を追って値上げするべき。

・家で雑紙や容器包装プラなどの分別を徹底したらごみがかなり減った。小さい袋

 でも十分余る。各家庭で努力すれば減らすことができると思う。

・ごみの減量は必要だが今まで市は何もしていない。減量化運動の発動・拡大が必要。

 いろいろな方法を試してから有料化するべき。値上げは最終手段だと考える。

・ごみの分別方法を市民が理解していない。市民に実演や動画による勉強会を

 再々行うべき。雑紙回収より先に勉強会を行って減量効果を高めてほしい。

・まずは方法を示しながらごみの減量を市民に呼び掛けること。生ごみ処理機購入

 補助金や古紙の駅を増やすこと。

・市が実施してきたことが市民に伝わっていない。伝わるような方法ができていな

 かったから市民に不信感を与えてしまう。

・説明会の意見やアンケート結果をまとめて見直した案を議会に提示するとのこと

 だが、その前に市民にフィードバックすることが必須だと思う。
・他地区では賛成が多いというが、多少の値上げは仕方ないと思っていることは賛成

 ではない。安易に良い方に捉えている。全市民が反対していると思う。


